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■ 瀬口
���

和義
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武庫川女子大学学長、武庫川女子大学短期大学部学長。1969

年３月京都大学理学部化学科卒業。1971年３月京都大学大学

院理学研究科化学専攻修士課程修了。1974年３月京都大学大

学院理学研究科化学専攻博士課程単位取得後退学。1976年５

月京都大学にて理学博士の学位取得。1975年４月武庫川女子

大学家政学部兼武庫川女子大学短期大学講師。1984年４月〜

1985年12月在外研修員として西ドイツ（ヴェルツブルグ大学）

に出張。1992年４月武庫川女子大学家政学部（現生活環境学

部）兼武庫川女子大学短期大学部教授（現在に至る）。2011年

６月学校法人武庫川学院理事（現在に至る）。2018年４月武庫

川女子大学学長兼武庫川女子大学短期大学部学長（現在に至

る）。

■ 佐藤
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一郎
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国立情報学研究所・情報社会相関研究系教授／国立大学法人

総合研究大学院大学・複合科学研究科情報学専攻教授（兼任）。

専門：ミドルウェアやOSなどのシステムソフトウェア。学

歴：慶應義塾大学理工学部電気工学科卒、同大学理工学研究科

大学院計算機科学専攻後期博士課程修了、博士（工学）。お茶の

水女子大理学部情報学科助教授を経て、国立情報学研究所ソフ

トウェア研究系助教授を経て、現職。デジタル庁「政策評価に

関する有識者会議」座長、経済産業省・総務省「企業のプライ

バシーガバナンスモデル検討会」座長他を歴任。

■ 太田
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邦史
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東京大学理事・副学長（教育、情報担当）。1990年東京大学大

学院理学系研究科生物化学専攻を修了（理学博士）後、理化学

研究所の研究員などを経て、2007年東京大学大学院総合文化

研究科教授、2019年同大学院総合文化研究科長、2022年より

現職。専門は、分子生物学、合成生物学。

■ 坂村
����

健
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東洋大学情報連携学部長。1951年東京生まれ。INIAD（東洋大

学情報連携学部）学部長、工学博士、東京大学名誉教授。IEEE

Life Fellow。1984年よりオープンなコンピュータアーキテクチ

ャTRONを構築、米国IEEEの標準OSとなり世界中で使われて

おり、2023年「TRONリアルタイムOS ファミリー」がIEEE

Milestone として認定された。2015年情報通信革命に功績のあ

った世界の６人の中の一人として、国際電気通信連合より

「ITU150アワード」を受賞。2022年　IEEE Masaru Ibuka

Consumer Technology Award受賞。著書に『DXとは何か』など

多数。

■ 金丸
����

敏幸
����

京都大学国際高等教育院・准教授。京都大学博士（人間・環境

学）。ICTやAI、とくに自然言語処理の技術を外国語教育に導入

し、教材や教授法、評価の改善に取り組んでいる。京都大学の

新入生全員が利用する英語e-Learningシステム「GORILLA」を

開発し、その運用に携わる。著書に、『京大・学術語彙データベ

ース基本英単語1110』（研究社：共著）、『TOEFL ITP®テスト公

式テスト問題＆学習ガイド』（研究社：共著）などがある。現在、

一般社団法人大学英語教育学会（JACET）理事。

■ 髙嶌
����

英弘
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京都産業大学法学部教授。法学修士。1989年４月京都産業大

学法学部専任講師、同大学法務研究科教授を経て、2018年４

月より現職。専攻は民法、医事法、消費者法。近時の著書とし

て、『基本講義消費者法（第５版）』（共著）。

執筆者紹介

＊本欄はお書きいただいた資料からできるだけ統一し、掲載しました。

■ 山中
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司
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立命館大学生命科学部教授。2011年慶應義塾大学大学院政

策・メディア研究科博士課程修了。博士（政策・メディア）。立

命館大学生命科学部准教授を経て2018年より現職。専門は応

用言語学、言語哲学（プラグマティズム）、英語教育政策。著書

に『プラグマティズム言語学序説：意味の構築とその発生』（共

著、ひつじ書房）、『プロジェクト発信型英語プログラム：自分

軸を鍛える「教えない」教育』（共著、北大路書房）などがある。

■ 西野
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哲朗
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電気通信大学大学院情報理工学研究科教授・データ教育セン

ター長。1984年、早稲田大学大学院理工学研究科数学専攻博

士前期課程修了。1984年、日本アイ・ビー・エム入社。東京

基礎研究所研究員。1987年東京電機大学助手。1992年北陸先

端科学技術大学院大学助教授。1994年電気通信大学電気通信

学部電子情報学科助教授。1999年同情報通信工学科助教授。

2006年同教授。2010年改組により情報理工学研究科教授。

2020〜2022年同研究科長。電子情報通信学会ソサエティ論文

賞（2002年）、IBM Faculty Award（2008年）、文部科学大臣表

彰科学技術賞（2010年）など受賞。主な著作に「P=NP? 問題

へのアプローチ」（日本評論社）、「量子コンピュータと量子暗号」

（岩波書店）、「図解雑学・量子コンピュータ」（ナツメ社）、「デザ

イン思考に基づく新しいソフトウェア開発手法EPISODE」（コ

ロナ社）など。

■ 松嶋
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敏泰
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早稲田大学理工学術院応用数理学科教授。データ科学センター

所長。1993年早稲田大学理工学部工業経営学科（現経営シス

テム工学科）助教授。1997年同教授。2008年より現職。2001-
2002年ハワイ大・電気工学科客員研究員。2011-2012年カリ
フォルニア州立大・バークレイ校・統計学科客員教員。

■ 野村
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亮
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早稲田大学データ科学センター教授。2004年青山学院大学理

工学部助手。2010年専修大学ネットワーク情報学部講師、の

ち教授。2019年より現職。

■ 佐藤
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健一
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滋賀大学副学部長。広島大学大学院理学研究科（博士課程前期）

数学専攻修了。博士（理学）。広島大学原爆放射線医科学研究所

准教授を経て現職。専門は統計学。応用統計学会学会賞（優秀

論文賞）受賞（2010年度、2015年度および2023年度）。著書

に『実況!Rで学ぶ医療・製薬系データサイエンスセミナー』な

ど。

■ 市川
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治
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滋賀大学データサイエンス学部教授。1988年日本アイ・ビ

ー・エム株式会社に入社。2018年に滋賀大学に着任。専門は

音声データ処理、テキストデータ処理。

■ 植木
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優夫
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長崎大学情報データ科学部教授。2008年岡山大学大学院環境

学研究科生命環境学専攻博士課程後期課程修了。博士（環境

学）。情報・システム研究機構融合プロジェクト特任研究員、山

形大学医学部助教、東北大学東北メディカル・メガバンク機構

助教、久留米大学バイオ統計センター講師、同准教授、理化学

研究所革新知能統合研究センター研究員を経て、2020年より

現職。


